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1 頁平成20年 2月13日  13時56分  作成

04 衛生費

01 保健衛生費

03 予防費

健康対策課

作　成　者：財政課　３（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

1501000000

012184

006

00

0

00

インフルエンザ予防接種事業

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

健康づくり・保健サービスの充実

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

57,25817,600000

74,85880,59182,13973,585

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 17,6004 3共済費 諸収 03 03 03 122
7 408賃金 インフルエンザ予防接種負担金
8 報償費
9 4旅費
11 225需用費
12 1,700役務費
13 72,518委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

65歳以上の高齢者及び60歳以上65歳未満で心臓､腎臓､もしくは呼吸器の機能または呼吸器

重症化を防止し、合わせてそのまん延の予防に資する事を目的とする｡
インフルエンザの予防接種を実施することにより、インフルエンザによる高齢者の発病､

のものは自己負担金（500円）を徴収する。ただし、生活保護世帯のものは無料。
個別接種方式で実施｡実施回数は一人一回で、自己負担金（1,000円）、市民税非課税世帯
齢者には全員に個別通知をするほか、広報等で周知を図る｡鳥取県西部医師会に委託し、
省令で定める者のうち、希望する者にインフルエンザ予防接種を実施する｡65歳以上の高
の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有するものとして厚生労働

予防接種法第３条

１財源内訳
　本人負担金

必要である。そのため、引き続き個人通知、市報等による情報提供と周知を図る必要が
高齢者の増加により、個人及び集団免疫力の低下が考えられることから、受診率の向上が
　評価結果…効率化・改善
２事務事業評価の反映状況

　＠1,000円×13,200人＝13,200,000円
　　＠500円× 8,800人＝ 4,400,000円

ある。
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